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具体的な活動に向けての体制作り、本部の活用方法の確立及び形式化が今後の課題である。また、地域学校協働活動推
進員の一部は長年学校を支援しており、高齢化および後継者育成も課題である。学校支援の活動だけではなく、推進員が
変わっても継続的に活動できる組織作りが必要である。

教育委員会に本部を設置し、２つの中学校区ごとに統括コーディネーターを配置している。また、各学校に地域学校協働活
動推進員を配置できるよう体制作りを行い、全小中学校をカバーしている。各学校の推進員等の関係者を一堂に集め会議
を開催しており、その中で、各事業の活動報告を行い情報交換している。最近では、推進員間で別事業の助力を行う取組も
ある。
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●本部名等 ●関係する学校名

大津町地域学校協働本部 町内全小中学校

有無
企業・ＮＰ
Ｏ等との連

携
無有

学校運営
協議会4人

配置人数 地域学校協働活動推
進員等の数

統括的な地域学校協
働活動推進員等の数

配置人数

8人

こんな

体制です

大津町地域学校協働本部

●体制の概要及び特徴

●体制図等

●現状と課題・成果


